
様式第 2-1 号（情報の提供（病院等への提供を除く）提供依頼申出書関係） 

令和５（2023）年８月１日 

 

 

 栃木県知事 福田 富一 様      

 

 

栃木県保健福祉部長 岩佐 景一郎 

 

 

 

   匿名化が行われた都道府県がん情報の提供について（申出） 

 

 

 標記について、がん登録等の推進に関する法律（平成25年法律第111号）第18条の規定に基づ

き、別紙のとおり匿名化が行われた都道府県がん情報の提供の申出を行います。 

 

 

 

 

  

資料 1－2 
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1 申出に係る情報の名称  

 

  匿名化が行われた都道府県がん情報 

 

※１ がんに係る調査研究を行う者が、都道府県がん情報の提供依頼申出をする場合は、生存者に

ついては、がんに罹患した者の同意を得ていること（法第21条第8項第4号）又は法附則第２

条に該当していることが分かる書類を添付する。 

                ☐ 添付：同意取得説明文書、同意書の見本等 

                ☐ 添付：様式第5号等         

 

※２ がんに係る調査研究のための全国がん登録情報又は都道府県がん情報の提供依頼申出である

場合（法第21条第8項）、提供依頼申出者が、がんに係る調査研究であってがん医療の質の向

上等に資するものの実績を2以上有することを証明する書類等を添付する。 

□ 添付：実績を示す論文・報告書等 

 

2 情報の利用目的 

 

ア 利用目的及び必要性   

  ロンドン大学衛生熱帯医学大学院が実施するCONCORD-4へ栃木県としてがん登録情報の提供

を行う。CONCORD プログラムについては、がん生存率を世界的比較することにより、不平等の

要因を明らかにし、各国のがん対策の優先度を明確にするために 2008 年に発表された大規模

国際調査研究であり、今回が4回目となる。2018年に実施されたCONCORD-3では、栃木県を含

む71の国と322のがん登録3,750万症例にて研究がなされた。  

今回の研究では、2000年～2020年の全国のがん生存率を集計し、部位別、年齢階級別、性別、

進展度別に年次推移や地理的分布を集計する。さらに、学術論文として公表することで、最新

のデータで世界のがん生存率を一覧、比較することを目的とする。 

  信頼性の高いがん罹患情報を集計する研究に参加することで、諸外国と国、国と都道府県、

都道府県間での比較が可能となり、国及び県における効果的ながん対策の企画・評価に繋がる

ため必要である。 

 

下記のどちらに該当するかが明確になるよう、具体的に利用目的及び必要性を記載すること。 

・がん対策の企画又は実施に必要ながんに係る調査研究のため 

              ☑ 添付： 様式第4号、委託契約書等又は様式第6号、研究計画書等  

 

・がんに係る調査研究のため 

                ☐ 添付： 研究計画書等 

 

イ 法第21条に規定されている目的の研究である場合について（該当するものを囲むこと） 

 

倫理審査進捗状況   承認済 ・ 審査中 ・ その他 

 

 その他を選択した場合の理由：                       

  

 倫理審査委員会 名称  ○○委員会 

          承認番号 

別紙 
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          承認年月日 

 

3 利用者の範囲（氏名、所属機関、職名） 

 ☑  添付：様式第3号 

           ☐  添付：調査研究の一部を委託している場合は委託契約書又は様式第7号  

氏名 所属機関 職名 役割 

細田 恭平 栃木県保健福祉部健

康増進課 

主事 提供依頼申出者 

藤田 伸 栃木県立がんセンタ

ー  

副センター長 考察、統括利用責任者 

 

大木 いずみ 栃木県立がんセンタ

ー・埼玉県立大学 

非常勤医師・教授 提供および考察 

 

Michel P Coleman ロンドン衛生熱帯医

学大学院 

統括責任差 統括 

Claudia Allemani ロンドン衛生熱帯医

学大学院 

責任者 総括 

Veronica Di Carlo ロンドン衛生熱帯医

学大学院 

研究者 分析 

Melissa Matz ロンドン衛生熱帯医

学大学院 

研究者 分析 

Pamela Minicozzi ロンドン衛生熱帯医

学大学院 

研究者 分析 

Nami Ssenyonga  ロンドン衛生熱帯医

学大学院 

研究者 

 

分析 

Saverio Virdone ロンドン衛生熱帯医

学大学院 

研究者 分析 

 

4 利用する情報の範囲  

 

ア 診断年次  

2006年～2020年診断症例  

（2006～2015年：栃木県地域がん登録、2016～2020年：全国がん登録） 

 

イ 地域  

 

栃木県全域 

 

ウ がんの種類 

 

 成人（15～99歳）：食道、胃、結腸、直腸、肝臓、膵臓、肺、乳房、子宮頸部、卵巣、前立腺、

悪性黒色腫、白血病、悪性リンパ腫、脳腫瘍、口腔、喉頭、胆のう、子宮体部、腎臓、膀胱、甲

状腺 

 小児（０～14歳）：全部位 
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エ 生存確認情報（該当する方を囲むこと） 

 

要 ・ 不要 

 

①生存しているか死亡しているかの別     要 ・ 不要 

②生存を確認した直近の日又は死亡日     要 ・ 不要 

③死亡の原因                要 ・ 不要 

 

オ 属性的範囲 

 

0－99歳 男女 

   

 

5 利用する登録情報及び調査研究方法 

 

ア 利用する登録情報  

 

必要な限度で別紙に○をつけること 

 

イ 調査研究方法 （具体的に記載すること） 

 ☑ 添付： 集計表の様式案等    

 

※３ 集計表の作成を目的とする調査研究の場合                       

アで指定する登録情報等を利用して作成しようとしている集計表の様式案を添付する。 

 

※４ 統計分析を目的とする調査研究の場合                           

 

主な解析方法 

・生存率に影響を与えうる変数の分布（年齢、性別、詳細部位、形態、ステージ） 

・年齢標準化に使用した年齢層における年齢別純生存率の推定値 

・国際がん生存基準（ICSS）の各がんに対する適切なウェイトを用いた年齢による標準化 

・年齢（臨床関連群）および性別（および人種）ごとの純生存期間の傾向の推定 

 

6 利用期間 

  承認日～2026年3月31日まで 

 

 

7 利用場所、利用する環境、保管場所及び管理方法 

    

ア 情報の利用場所 

  １ 栃木県立がんセンター栃木県がん登録室 

  ２ ロンドン大学衛生熱帯医学大学院内Secure Annex（Room 253）（英国、ロンドン市） 

 

イ 情報の利用場所の組織的、物理的及び技術的安全管理措置状況について 

 （組織的） 
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＊以下、非匿名化情報の申請時のみ 

＊☑ 統括利用責任者は、個人情報の漏洩等の事故発生時の対応手順を、整備している。 
全国がん登録安全管理マニュアルに従い実行しており、定期的に外部監査を受けてい

る。 

 

 

 

（物理的） 

＊以下、非匿名化情報の申請時のみ 

＊☑ 個人情報の利用場所及び保存区画は、他の業務から独立した部屋である。 

＊☑ 利用責任者は、利用場所への入室を許可する者の範囲を明らかにしている。 

＊☑ 利用責任者は、利用場所の入退室時の手続きを明らかにしている。 

＊☑ 機器類（ﾌﾟﾘﾝﾀ、ｺﾋﾟｰ機、ｼｭﾚｯﾀﾞなど）は、他の業務と共用せず、利用場所内に設置して

いる。 

＊☑ 個人情報の保存区画の施錠は、前室と利用場所等、二重にしている。  

栃木県がん登録室及び疫学研究課は、職員及び職員に許可された外来者のみがエリア

内に入ることができる。原則として室員のみが入室を許可されている。利用場所は常時

施錠状態にあり、入退室記録がとられている。作業終了後に利用場所から室員が退室す

る場合には、施錠を確認している。勤務時間外や休日は、上長の許可なく入室しないこ

とになっている。 

 

 

 

ウ 情報の利用時の電子計算機等の物理的及び技術的安全管理措置状況について 

（技術的） 

☑ システム管理者によって管理されている不正侵入検知・防御システム及びウイルス対策機

能のあるルータで接続されたネットワーク環境を構築している。 

☑ 情報を取り扱うPC及びサーバは、ﾛｸﾞｲﾝﾊﾟｽﾜｰﾄﾞの設定を行っている。 

☑ ﾛｸﾞｲﾝﾊﾟｽﾜｰﾄﾞを8桁以上に設定し、第三者が容易に推測できるものは避けている。 

☑ ﾛｸﾞｲﾝﾊﾟｽﾜｰﾄﾞを定期的に変更し、以前設定したものの使い回しは避けている。 

☑ ﾛｸﾞｲﾝﾊﾟｽﾜｰﾄﾞを第三者の目につくところにメモしたり、貼付したりしていない。 

☑ 外部ネットワークと接続する電子媒体（USBメモリ、CD-Rなど）を、情報を取り扱うPC等

に接続する場合は、ウイルス等の不正なソフトウェアの混入がないか、最新のウイルス定

義パターンファイルを用いて確認している。 

☑ 情報を取り扱う PC 等は、安全管理上の脅威（盗難、破壊、破損）、環境上の脅威（漏水、

火災、停電）からの保護にも配慮している。 

受領した情報を含むUSB は媒体リストを作成して管理する。キャビネット等の鍵は、

作業終了時には定位置に戻し、利用責任者が鍵を確認する。 

 

 

＊以下、非匿名化情報の申請時のみ 

＊☑ 個人情報を取り扱う PC 等は、スタンドアロン又は物理的若しくは論理的に外部ネット

ワークから独立した有線の環境である。 

＊☑ 個人情報を取り扱うPC 及びサーバは、生体計測＋ID・パスワード等の2要素認証とし
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ている。 

＊☑ 情報を取り扱うPC及びサーバにチェーン固定等の盗難防止策を講じている。 

（具体的に記載） 

 

 

 

 

エ 情報、中間生成物及び成果物を保存する媒体の種類及びその保管場所並びに保管場所の組織

的、物理的及び技術的安全管理措置状況について 

（物理的） 

☑ 情報を含む電子媒体及び紙媒体を保管する鍵付きキャビネット等を整備している。 

☑ 情報を保存するロッカー、キャビネットは、施錠可能な利用場所に設置している。 

中間生成物及び成果物としての情報を含む電子媒体及び紙媒体は、鍵付きキャビネッ

ト等に施錠保管し、施錠されていることを作業終了時に確認する。 

 

なお、研究者に提供されるがん登録データの出力時点で対応表がない匿名化が行われることから、

個人の特定が困難であり、個別の患者への研究の説明や同意取得、及び拒否の機会の保障は不可能

であるため、結果の開示をすることができない。また、記述疫学研究である。 

 

8 調査研究成果の公表方法及び公表予定時期 

 

複数の媒体で公表予定の場合は、公表予定時期を含めてすべて記載すること。 

Lancet等の論文発表 他  2025年度に論文公表予定 

 

9 情報等の利用後の処置 

 

 情報の移送用のCD又はUSB：裁断・破壊 

サーバ・コンピュータ内の情報及び中間生成物：物理削除 

 試行的に作成した集計表や中間分析結果等の中間生成物の印刷物：溶解 

 

10 その他 

 

ロンドン大学との連絡担当：大木いずみ 栃木県立がんセンター，埼玉県立大学 

oki-izumi@spu.ac.jp 

栃木県がん登録責任者：藤田伸 栃木県がん登録室 chigan@tochigi-cc.jp 
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 登録情報 

（ヘッダ） 

申出情報（必要な限度

で選択） 

1 行番号 ○ 

2 多重がん番号 ○ 

3 集約性別 ○ 

4 診断時年齢 ○ 

5 診断時年齢（小児用） ○ 

6 集約診断時患者住所コード 
 

7 診断時患者住所市区町村コード 
 

8 診断時患者住所保健所コード  

9 診断時患者住所医療圏コード  

10 集約診断時患者住所都道府県コード ○ 

11 集約側性 ○ 

12 集約局在コード ○ 

13 診断名（和名） ○ 

14 集約形態コード ○ 

15 集約性状コード ○ 

16 集約分化度 ○ 

17 組織診断名（和名） ○ 

18 ICD-10コード ○ 

19 ICD-10（和名） ○ 

20 IARC-ICCC3 ○ 

21 ICCC（英名） ○ 

22 集約診断根拠 ○ 

23 集約診断日 ○ 

24 集約診断日精度 ○ 

25 集約発見経緯 ○ 

26 集約進展度・治療前 ○ 

27 集約進展度・術後病理学的 ○ 

28 集約進展度・総合 ○ 

29 集約外科的治療の有無 ○ 

30 集約鏡視下治療の有無 ○ 

31 集約内視鏡的治療の有無 ○ 

32 集約観血的(外科的・鏡視下的・内視鏡的)治療の範囲 ○ 

33 集約放射線療法の有無 ○ 

34 集約化学療法の有無 ○ 

35 集約内分泌療法の有無 ○ 

36 集約その他治療の有無 ○ 

37 集約初診病院コード 
 

38 集約初診都道府県コード ○ 

39 集約初診病院保健所コード  

40 集約初診病院医療圏コード  

41 集約初診病院住所コード 
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 登録情報 

（ヘッダ） 

申出情報（必要な限度

で選択） 

42 集約診断病院コード  

43 集約診断病院都道府県コード ○ 

44 集約診断病院保健所コード  

45 集約診断病院医療圏コード  

46 集約診断病院住所コード 
 

47 集約観血的治療病院コード  

48 集約観血的治療都道府県コード ○ 

49 集約観血的治療病院保健所コード  

50 集約観血的治療病院医療圏コード  

51 集約観血的治療病院住所コード 
 

52 集約放射線治療病院コード  

53 集約放射線治療都道府県コード ○ 

54 集約放射線治療病院保健所コード  

55 集約放射線治療病院医療圏コード  

56 集約放射線治療病院住所コード 
 

57 集約薬物治療病院コード  

58 集約薬物治療都道府県コード ○ 

59 集約薬物治療病院保健所コード  

60 集約薬物治療病院医療圏コード  

61 集約薬物治療病院住所コード 
 

62 原死因 
 

63 原死因（和名） 
 

64 生死区分 ○ 

65 死亡日/最終生存確認日資料源 ○ 

66 生存期間（日） ○ 

67 DCN区分 ○ 

68 DCI区分 ○ 

69 DCO区分 ○ 

70 患者異動動向  

71 患者受療動向  

72 統計対象区分 ○ 

73 生存率集計対象区分 ○ 
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令和５（2023）年８月１日 

 

栃木県知事 福田 富一 様 
 

   

 

 

栃木県保健福祉部長 岩佐 景一郎 

 

 

 

 情報の提供の申出に係る誓約書 

 

 

 

標記について、別紙に署名又は記名押印した者は、別添の利用規約の内容を遵守いたします。 

 



 

10 

 

 
利用予定者 

署名・記名 

押印 

（記名の場合） 
所属 

1 

岩﨑 宏貴  栃木県健康増進課 

2 

橋本 昂浩  栃木県健康増進課 

3 

細田 恭平  栃木県健康増進課 

4 

   

5 

   

6 

   

7 

   

8 

   

9 

   

10 

   

欄が足りない場合は必要な行数を追加してください。

別紙 
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 令和５（2023）年８月１日 

                  

栃木県知事 福田 富一 様 
                  

 

 

 

栃木県保健福祉部長 岩佐 景一郎 

 

 

 

情報の利用の必要性について 

 

 

 2023年８月１日付けで提供の申出を行う情報について、下記のとおり、その利用を必要とする

ものですので、よろしくお取り計らい願います。 

 

 

記 

 

 CONCORD-4（CONCORD研究（国際生存率研究）は、EU及び北米による、地域がん登録に基づくがん

患者の生存率を国際間で比較する大規模な共同プロジェクト）への参加を目的とする。 

CONCORD-3※に、栃木県としても参加しており、日本の生存率やがん対策の評価の上で重要な役割

を果たした。 

研究はCONCORD研究グループ（ロンドン大学衛生熱帯医学大学院 https://csg.lshtm.ac.uk ）

との共同研究となる。 

CONCORD3は、The Lancetで報告するとともに、経済協力開発機構（OECD）のHealth at a Glance

やWHOにおいてで報告されている。CONCORD-4においては、CONCORD-3までの15部位に加えて7部

位を追加し、対象年を更新する。がん生存率を世界的比較することにより、不平等の要因（人種、

医療アクセス、経済状況等）を明らかにし、各国のがん対策（診断、治療、健康保険、医療アクセ

ス等）の優先度を明確にする。これらの研究に栃木県として参加することにより、国及び県におけ

る効果的ながん対策の企画・評価に貢献する。 

 

 

※宮城、秋田、山形、栃木、群馬、茨城、神奈川、新潟、福井、山梨、愛知、大阪、兵庫、広島、

愛媛、佐賀 がCONCORD-3に参加 

 








